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運動会、感動をありがとう！～２組編～

運動会を運営する立場となって
今年の運動会は生徒会執行部副会長という立場で、運動会運営の役割を担っていた。僕は運動会が

学校行事の中で最も苦手だったが、最後の運動会だったので、絶対に成功させたいという気持ちがあ

った。まず、運動会の競技や横断幕の案を考え、良い運動会にするために、必死に頑張った。特に横

断幕つくりに力を入れ、デザインや色遣いなど、夏休み中も学校で作り上げたことは忘れられないと

思う。

開会式の後、「横断幕、格好良かった」や「安達が(横断幕の紹介で)登場した時、おもしろかった」

など言ってもらえて達成感を感じられた。運動会が初めて楽しいと思った。

コロナ禍での運動会だったが、みんなが楽しかったと言ってくれたことが記憶に残るだろう。

僕は、この運動会を運営できたことを誇りに思う。

ダンスリーダーとして、達成感
運動会を終えて、とても達成感があります。

一つ目は、ダンスです。僕はサブリーダーとして、他学年の人たちに教えたのですが、大変でした。

最初は恥ずかしがっていたけれど、一緒に練習していく中で心を開いていってくれたことが嬉しかっ

たです。そして当日は、今までで一番最高のダンスでした。最後、ダンスのポーズが、みんな揃って

いたのを見て、すごく達成感を感じました。

二つ目は団対抗の競技です。関所破りは巻き返して同点までいき、拍手だけでの応援でしたが、と

ても嬉しかったです。８の字では練習の時にも、記録が出ていたので本番も勝つことができたと思い

ました。

自分が変われた運動会
この運動会で大きく変われたことがある。ダンスを作る段階で、音楽を決めるところでもめてしま

い、この先やっていけるのか不安だった。ダンスを作る時も何をすればいいかわからなくて、ダンス

リーダーなのに、みんなをまとめることができなかった。でもみんなの協力のおかげで、最後には、

とてもいいダンスができて、とても楽しい運動会になった。1・2年生に教える時間が短かった中、

3年生が全員協力し合い、教え合ったおかげで、最初の自分たちとは比べものにならないぐらい成長

できた。さらに自分は人前で話すことが苦手で、大きな声で話すことができず、そのせいでまとめる

ことができなかった。でも最後の練習では、まとめることができるようになったと思う。

この運動会で自分自身が変われたし、中学校最後の楽しくいい思い出が作れたように思う。

みんなに感謝の運動会
仲間との絆や団結力が、より深まる運動会になりました。

最初は自分だけでもダンスを覚えるのが精一杯だったから、後輩にもちゃんと教えることができるの

かと、とても不安でした。でも、後輩たちが一生懸命にダンスを覚えている姿を見て、自分も頑張ら

ないといけないと何度も思いました。前日、まだ団としてまとまっていませんでしたが、ダンスリー

ダーの一生懸命教える姿勢を見て、みんな頑張ろうと赤団の心が一つになったと思います。赤団みん

なで取り組んだダンスは、一番の思い出になりました。団長、副団長、赤団のみんなに感謝したいと

思います。



１・２年生の手本となって
今年の運動会は一番楽しかった。なぜなら、自分たちが主体となり、ダンスなどを企画し、成し遂

げたからである。今までは教えてもらったり、自分から行動しなくてもよかったが、最高学年として、

1・2年生にわかりやすく説明したり、自分が手本となって前で踊ったりしないといけなかった。と

ても緊張したし、自分が人に教える能力がないことを実感した。しかし、本番になると、その気持ち

を忘れるくらい楽しくなった。そして最後まで踊りきることができた。この運動会は、一生思い出に

残るものとなった。

他人の喜びは自分の喜び
僕は正直言って勝てればよいと思っていました。でも、運動会を通して勝つことよりも大切なこと

を見つけることができました。それは、「他人の喜びを自分のことのように喜ぶ」ことです。自分た

ちの赤団が勝つと嬉しいですが、青団が勝っても、僕は自然に拍手をしていました。

また、青団がすごいと思いました。8の字のスピード、楽しそうなダンス、リレーもあり得ないよ

うな速さで、とにかく素晴らしかったです。

今年の運動会が一番楽しいものとなりました。これからも他学年とか誰とでも楽しめるように、行

事など全力で楽しもうと思います。

協力し合うことから生まれるもの
今年の運動会は、協力し合うことの素晴らしさや大事だということを改めて考えさせられた。

例えばダンスでは、ウォームアップから学年の壁を超えて、それぞれが教え合い協力し合ってきた。

そうしてきたおかげで短期間であったものの良い出来栄えになったのだと思う。また、係の仕事では、

赤団・青団関係なく、協力し合い、良い運動会にしようと動いていた。そうやって良い行事にしよう

と協力することは、勝つことよりも優先すべき大事なことだと思った。それは運動会だけではなく、

団体で何かを成し遂げる時には、必ず意識しなければならないとことだと思う。合唱コンクールや文

化祭でも、それを大事にしていきたいと思う。


